
名 船  発  掘 〈汽船〉

《主要目》貨客船、日本海汽船所属、4′351絡トン、

4′103重量 トン、主機低圧タービン付さ二連成汽機

1基、出力2′845馬力、最高速力164ノ ッ ト、旅客

定員807名、 94年 浦賀船渠建造

日本海航路で活躍した戦中派の

美形客船

東京港の晴海埠頭に憩う 「白山丸」(筆者撮影)

あ
か
ぬ
け
し
た
優
美
な
姿

今
か
ら
四
十
余
年
ま
え
の

一
九
五
六

（昭
和
三
十

一
）
年
の
あ
る
日
、
当
時
大
学
生
だ
っ
た
私
は
愛
用

の
キ
ャ
ノ
ン
ーー
Ｄ
を
一肩
に
、
ブ
ラ
リ
と
東
京
港
に
出

か
け
、
竹
芝
桟
橋
か
ら
港
内
遊
覧
船
に
乗
っ
た
。

遊
覧
船
が
沖
合
の
貨
物
船
の
間
を
抜
け
て
晴
海
の

坦
立
地
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、
こ
の
時
代
に
は
珍

し
く
、
す
っ
き
り
と
あ
か
ぬ
け
し
た
姿
の
貨
客
船
が

着
岸
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
場
所
は
今
の
晴
海

客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
あ
た
り
で
あ
る
。
フ
ァ
ン
ネ
ル

マ
ー
ク
は
日
の
丸
に
赤
筋
二
本
。
「
日
本
海
汽
船
の

白
山
丸
だ
！
」
と
思

っ
て
、
あ
わ
て
て
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
き
っ
た
の
が
上
に
掲
げ
た
写
真
で
あ
る
。

敗
戦
後
十
年
余
り
た
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
東
京

港
の
主
役
は
相
変
わ
ら
ず
、
無
骨
な
戦
時
標
準
船
と

計
画
造
船
で
誕
生
し
た
貨
物
船
群
で
あ
っ
た
か
ら
、

「白
山
丸
」
の
よ
う
な
美
形
の
船
は
、
く
す
ん
だ
雰

囲
気
の
港
内
で
は
ひ
と
き
わ
存
在
感
が
あ
っ
た
。

戦
後
の

「自
由
丸
」
は
、
舞
偽

へ
の
引
揚
船
と
し

て
有
名
に
な
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年
代
半
ば
に
は
北

海
道
～
東
京
～
名
古
屋
間
に
就
航
し
て
い
た
ほ
か
、

沖
縄
航
路
時
代
に
東
京
港
に
時
折
寄
港
し
た
の
で
、

そ
の
姿
を
見
か
け
る
機
会
が
結
構
あ
っ
た
。

日
本
海
横
断
客
船

と
し
て
誕
生

「白
山
丸
」
は
、
大
平
洋
戦
争
開
戦
の
四
カ
月
前
に



浦
賀
船
渠
で
誕
生
し
た
。
発
と
し
た
の
は
北
日
本
汽

船
だ
が
、
開
戦
の
前
年
に
同
社
を
主
体
に
日
本
海
汽

船
が
設
立
さ
れ
た
た
め
、
新
会
社
の
船
と
し
て
完
成

し
た
。
航
路
は
新
潟
と
北
朝
鮮
の
清
津
、
羅
津
を
結

ぶ
日
本
海
横
断
ル
ー
ト
。
戦
前
の
日
本
の
大
陸
進
出

を
さ
さ
え
た
幹
線
航
路
の

一
つ
だ
。

一
九
三
二

（昭
和
七
）
年
に
旧
満
州

へ
の
農
業
移

住
が
始
ま
ち
て
以
来
、
当
地

へ
向
か
う
日
本
人
は
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
日
本
海
航
路
は
入
植
地

へ
の

最
短
ル
ー
ト
と
し
て
繁
盛
し
た
。

一
九
二
八

（昭
和
十
三
）
年
に
は
、
姉
さ
ん
格
の

「月
山
丸
」
が
浦
賀
船
渠
で
完
成
し
、
こ
の
航
路
に

就
航
し
た
。

「白
山
丸
」
は
、
一月
山
丸
」
と
そ
の
同
型
船

「気

比
丸
」
（け
ひ
ま
る
）
に
続
く
日
本
海
航
略
三
姉
妹

の
末

っ
子
で
あ
る
。
三
姉
妹
と
い
っ
て
も
、
「月
山

丸
」
ク
ラ
ス
と
同
型
で
は
な
い
。
同
じ
な
の
は
船
体

の
サ
イ
ズ
と
エ
ン
ジ
ン
だ
け
。
三
船
の
上
機
は
、
省

エ
ネ
を
目
的
に
浦
賀
船
渠
が
独
自
に
開
発
し
た
も
の

で
、
二
連
成
レ
ン
プ
ロ
と
低
圧
タ
ー
ビ
ン
を
組
み
合

わ
せ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
汽
機
で
あ
っ
た
。

容
姿
の
ほ
う
は
、
「月
山
丸
」
ク
ラ
ス
が
貨
物
船

型
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
「白
山
丸
」
は
船
橋
楼
が

長
く
、
客
船
色
が
濃
か
っ
た
。
旅
客
定
員
は
八
百
七

人
。
こ
の
航
路
で
は
、
明
治
こ
の
か
た
最
も
旅
客
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
が
大
き
い
。
「白
―――
丸
」
は
、
日
本

海
積
断
客
船
の
集
大
成
と
い
え
る
船
で
あ
っ
た
。

連
合
国
捕
虜

へ
の
救
援
物
資
を
輸
送

戦
時
中
も

「白
山
丸
」
は
日
本
海
航
路
に
あ
っ
た

が
、　
一
九
四
四

（昭
和
十
九
）
年
に
戦
争
史
に
残
る

航
海
を
お
こ
な
っ
た
。
日
本
側
に
抑
留
さ
れ
て
い
た

連
合
国
の
捕
虜
と
市
民
へ
の
救
援
物
資
を
、
ナ
ホ
ト

カ
か
ら
神
戸
ま
で
輸
送
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
救
援
活
動
は
、
ス
イ
ス
を
通
じ
て
米
国
か
ら

日
本
に
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
も
の
で
、　
一
九
四
四
年

十
月
ま
で
に
二
千
ト
ン
を
こ
え
る
物
資
が
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
に
運
ば
れ
た
。
こ
れ
を
日
本
船
が
ナ
ホ
ト
カ

で
受
領
し
、
別
の
二
隻
が
そ
の
う
ち
の
千
百
ト
ン
を

中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
各
港
へ
届
け
た
。

輸
送
に
当
た
っ
た
船
は
、
受
領
船
が

「白
山
丸
」

で
、輸
送
船
は
中
国
向
け
が
市
国
船
舶
の
拿
捕
船
「星

丸
」
、
東
南
ア
ジ
ア
向
け
が
日
本
郵
船
の
「阿
波
丸
」

で
あ
っ
た
。
三
船
は
当
然
な
が
ら
、
航
海
の
安
全
を

連
合
国
側
か
ら
保
証
さ
れ
て
い
た
が
、
一阿
波
丸
」

が
帰
路
、
台
湾
海
峡
で
米
潜
水
艦
の
雷
撃
を
受
け
て

沈
め
ら
れ
、
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
た
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
。

朝
日
新
聞
の
迎
城
記
事

『阿
波
丸
の
悲
劇
「
（九

〇
年
九
月
）
に
よ
る
と
、
「白
山
丸
」
は
こ
の
年
の

十

一
月
八
日
に
ナ
ホ
ト
カ
に
入
港
し
、
食
糧
や
医
薬

品
な
ど
二
千
ト
ン
以
上
を
受
領
。
帰
途
、
朝
鮮
半
島

と
満
州
の
連
合
回
捕
虜

へ
の
教
援
物
資
百
五
十
ト
ン

を
羅
津
で
場
げ
た
の
ち
、
十

一
月
十

一
日
に
神
戸
に

着
き
、
無
事
そ
の
任
を
終
え
た
。
八
百
ト
ン
の
救
援

物
資
を
積
ん
で

「阿
波
丸
」
が
悲
劇
の
航
海
に
出
た

の
は
、
翌
年
二
月
。
「白
山
丸
」
は
結
果
的
に
、
阿

波
丸
事
件
の
序
奏
を
演
じ
た
こ
と
に
な
る
。

舞
鶴
が
母
港

の
引
揚
船

と
し
て
活
躍

戦
後
ま
も
な
く

「白
山
丸
」
は
、
船
舶
運
営
会
の

運
航
に
よ
り
北
海
道
～
本
州
航
路
に
就
航
。　
一
九
五

〇

（昭
和
二
十
五
）
年
の
民
営
還
元
後
は
、
横
浜
～

沖
縄
航
路
に
転
じ
た
が
、
そ
の
間
、　
一
九
五
三

（昭

和
二
十
八
）
年
か
ら
五
九

（同
三
十
四
）
年
に
か
け

て
、
家
篤
を
母
港
に
、
中
国
と
カ
ラ
フ
ト
に
残
留
す

る
邦
人
の
引
揚
船
と
し
て
活
躍
し
た
。

と
く
に
話
題
を
よ
ん
だ
の
は

一
九
五
二
年
二
月
に

再
開
さ
れ
た
中
国
か
ら
の
引
き
揚
げ
だ
。
奏
阜
島
か

ら
帰
る

「
興
安
丸
」
と
上
海
を
出
た

一高
砂
丸
」
の

先
障
争
い
で
脇
役
に
押
し
や
ら
れ
た
が
、
「白
山
丸
」

は
五
百
人
の
同
胞
を
乗
せ
て
天
津
外
港
の
塘
活
を
出

港
、
工
船
よ
り
三
日
遅
れ
て
舞
偽
に
帰
港
し
た
。

次
い
で
カ
ラ
フ
ト
の
ホ
ル
ム
ス
ク
か
ら
舞
偽

へ
の

引
き
揚
げ
航
海

（計
四
回
、
別
に
小
博

へ
一
回
）
に

従
事
。
五
八

（同
二
十
五
）
年
九
月
に
ホ
ル
ム
ス
ク

か
ら
帰
港
し
た
航
海
が
、
戦
後
の
舞
得

へ
の
全
引
揚

船
の
最
終
船
と
な

っ
た
。
「白
山
丸
」
は
そ
の
後
東

洋
郵
船
に
売
却
さ
れ
、
最
晩
年
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

熱
帯
海
域
で
お
く
っ
た
。

（山
口
　
廼
生
）
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